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株主・投資家の皆様へ
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　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。

　当社は1977年の創業から、中古車情報を中心に、限られた人
だけが手にしている情報を多くの人に解放し、また情報の送り手
と受け手をマッチングさせることで、ユーザーが膨大な情報から
最適な情報を選び出せるようにしてまいりました。また情報の質を
高めることにも注力し、情報に『安心』という付加価値を提供する
ことで競合他社との差別化も図ってまいりました。

　2015年3月期におきましては、当社グループを取り巻く外部
環境が厳しい状況で推移する中、当社グループの主力事業であ
る｢Goo｣事業において、引き続き中古車販売店の総合的な経営
支援を事業方針に掲げ、取引社数の拡大に努めるとともに、
「Goo-net」のバックグラウンドシステムである「MOTOR 
GATE」の提供を通じて、中古車販売店の総合的な経営支援を推
し進めてまいりました。さらに、積極的なアライアンスを推進し、
「Goo-net」の中古車情報を他社メディアと連携することで、ユー
ザー接点の最大化を図るとともに、「Goo鑑定」、「GooPLUS」、
「Goo保証」、「GooPit」、「GooAUTO」など、プライベートブラン
ド商品・サービスの拡充・拡販を通じて、カーライフにおけるユー
ザーニーズを網羅したサービスの強化に取り組み、事業の発展
や新しいユーザーとの出会いを創出し、自動車に関わる業界を
活性化させてまいりました。

　今後とも当社は株主の皆様から、より一層の信頼の獲得と期
待に応えるべく、邁進してまいりますので変わらぬご支援とより
一層のご鞭撻を賜ります様、どうぞよろしくお願い申し上げます。

2015年6月
代表取締役社長

業界の発展の一翼を担う
カーライフサイクルという視点

物を売る事より知恵、情報を通じて
人・企業と効果的な結びつきをし
社会に貢献することを事業の基本理念とする

株主の皆様へ

経営理念

　当社の基本的な考え方は、人・企業とは世の中にあって、ま
た、その業界にあって真に必要とされることに価値観を持つ、
ということです。他人、他企業と同じことはしたくない。世の
中に人や物が溢れている中から、真に必要とされるためには
情報と知力が絶対の武器であり、多少のリスクがあっても旺
盛なチャレンジ精神とスピーディーな行動力で次代を切り開
き、大きく成長することに喜びを感じることができる価値観
を共有することが必要であると考えております。このため、常
に「独創性のある事業」を目指し、その結果として「魅力ある
企業」であり続けたいと考えております。
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2014年3月期

（単位：百万円）

売上高

　売上原価（※1）

売上総利益

　販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

1株当たり当期純利益（円）

54,761

33,514

21,246

16,510

4,735

5,009

2,627

128.39
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2015年3月期

2013年4月1日から
2014年3月31日まで

2014年3月期
2014年4月1日から
2015年3月31日まで

2015年3月期

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の期末残高

4,235
△5,294
△2,720
11,097※1. 返品調整引当金戻入・繰入額を加味した数値です。

（単位：百万円）

流動資産
固定資産
流動負債
固定負債
純資産
総資産

不動産 0.3％ その他 2.0％

生活関連情報 7.0％ 自動車関連情報 90.7％

（百万円）
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自動車関連情報 : 売上高は44,056百万円（対前年同期比12.1％減）、営業
利益は5,624百万円（対前年同期比9.5％減）となりました。
生活関連情報 : 売上高は3.393百万円（対前年同期比4.2％減）、営業利益
は338百万円（対前年同期比36.1％増）となりました。
不動産 : 売上高は164百万円（対前年同期比1.8％減）、営業利益は96百
万円（対前年同期比38.4％増）となりました。 
その他 : 売上高は988百万円（対前年同期比8.2％増）、営業利益は94百
万円の損失（前年同期実績は140百万円の損失）となりました。
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セグメント別売上構成比

38,287
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連結業績ハイライト
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連結損益計算書

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

連結貸借対照表

連結キャッシュ・フロー計算書
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　「Goo」事業については、クルマ・ポータルサイト「Goo-net」の機能性向上を図るとともに、中古車販売向けの在庫管理システムを大幅
にリニューアルした「MOTOR GATE」をリリースするなど、利便性の向上による顧客満足の追求を推し進めてきました。

　またGooシリーズにおいて、情報誌・パソコン・スマートフォン
といったGooメディアをデファクトスタンダードにするととも
に、プロの鑑定師が中古車の車両状態を鑑定する「Goo鑑定」、中古
車修理保証サービス「Goo保証」、Goo鑑定車にお得なサービスを
提供する「GooPLUS」、愛車整備の専門サイト「GooPit」の強化な
ど、プライベートブランド商品・サービスの創出と事業化を通じ
て、カーライフにおけるユーザーニーズを網羅したサービスの強
化に努めていきます。

　さらに、株式会社オートウェイ等のグループ会社とのシナジー
を追求するとともに、整備業界向けサービスの拡充を通じて、自動
車関連業界全体を視野に‘カーと言えばグー！’ブランドの浸透を
図り、事業展開を推進していく方針です。

カーライフにおけるユーザーニーズを網羅したサービス強化
特集 安心・信頼を高めるサービスとしてPB（プライベートブランド）商品の創出22

中古車輸出ポータルサイト『GooAUTO』の提供開始
【GooAUTOの特長】
①「GooAUTO QUALITY INFORMATION」
海外バイヤーが車両の状態を判断しやすいようにするために、車両の
状態情報を説明の必要な箇所の画像とあわせて開示してまいります。
②Global PayHUB
金融機関による「取引代金の保全」に加えて「海上保険」と「必要書類の
海外発送」をパッケージにした代金決済仲介サービスを用意すること
で、安心の取引を提供してまいります。
③中古車輸出のGlobal Standardsへ
主要仕向先を品質基準の厳しいニュージーランドとし、その他も品質
基準のある国を中心に展開してまいります。

【GooAUTO QUALITY INFORMATION】
状態情報が開示された輸出車両には、 「GooAUTO QUALITY 
INFORMATION」のステッカーを貼付することにより、他の車両
との差別化を図ってまいります。

特集 グローバル展開の拡充と新市場における絶対価値の追求を図る11

『探す』から『メンテナンス』までのカーライフサポートを実現

　国内の中古車輸出業者と海外バイヤーをつなぐポータルサイト、
「GooAUTO」の提供を開始いたしました。

　「GooAUTO」では「車両状態情報の開示」と「確実な代金決済仲
介」を付加サービスとして用意し、国内輸出業者（売り手）と海外バ
イヤー（買い手）がともに安心して取引を行うことのできる場を提供
していきます。

　クルマ情報誌「Goo（グー）」、クルマ・ポータルサイト「Goo-net
（グーネット）」等の中古車販売店の小売支援メディアに加えて、輸
出業者の輸出を支援するポータルサイト「GooAUTO（グーオー
ト）」を開始することによって、株式会社プロトコーポレーションは自
動車業界のさらなる活性化に取り組んでまいります。



http://www.proto-g.co.jp/

発行済株式総数
株 主 数

20,940,000株（自己株式617,370株を含む）
13,349名

社 名
資 本 金
本 社
設 立
従 業 員 数
連結子会社

株式会社プロトコーポレーション
18億2,462万円
〒460-0006 名古屋市中区葵一丁目23番14号
1979年6月
連結：1,358名　単体：670名
株式会社オートウェイ
株式会社キングスオート
株式会社バイクブロス
株式会社プロトリオス
株式会社アイソリューションズ
株式会社カークレド
株式会社プロトメディカルケア
株式会社プロトデータセンター
PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.
台湾寶路多股份有限公司

個人・その他 29.25％
金融商品取引業者 0.03％

外国法人等 27.85％

その他国内法人 37.24％

金融機関 5.63％

大株主（上位10名）

株式分布状況

ジェーピー  モルガン  チェース  バンク  385632
4

2
株式会社夢現 6,807

1,323

489

32.50%
6.31%

2.33%

568 2.71%

1

5

6

株式会社プロトコーポレーション 617 2.94%

ビービエイチ フォー フィデリティ ロー プライスド ストック ファンド
(プリンシパル オール セクター サブポートフォリオ）

横山 博一 840 4.01%3

持株数（千株）株主名 持株比率（％）

クリアストリーム バンキング エス エー 384 1.83%7
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 383 1.82%8
齊藤 実 340 1.62%9
横山 順弘 334 1.59%10

（注）上記持株比率は、自己株式（617,370株）を含めて計算しています。

JPMCC CLIENT SAFEKEEPING ACCOUNT

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

（2015年3月31日現在）

※PT. PROTO INDONESIA.は、清算手続き中です。

株式情報

（2015年3月31日現在）会社概要


